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1936 （昭和 11） 年鎌倉生れ。 1983年より三橋敏雄に私淑、のち師事。 「面」 「未定」 「船団」

「豈」 などに拠り、 2020年6月「トイ」 創刊に参加。 句集に『空の庭』 （現代俳句協会賞）、 『い

つしか人に生まれて』 『ゆく舟』、 『たましいの話』 （宗左近俳句大賞）、 『拝復』 『思ってます』、

著書に『あさがや草紙』、 対談集に『兜太百句を読む。 金子兜太 ×池田澄子』 などがある。

 

朔出版  新刊のご案内  

６月上旬発売！　　　

発行：株式会社朔出版　

池田澄子　最新句集！
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ISBN978-4-908978-45-6　C0092
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●JRC より全ての取次への出荷が可能です。 ●返品は長期にお受けします。 （了解者 JRC 佐藤）

池田澄子 著

句集

口語俳句で圧倒的な人気を誇る
俳人・池田澄子。

80代を迎えて直面したのは
親しき句友、そして伴侶の死。

語りかけるような言葉で
此の世の「此処」から紡ぐ
切実なるも軽やかな 380 句。

自らの死を意識しつつ、
それさえもやわらかに詠む、

池田澄子ならではの
感性が凝縮された一集。

前作『思ってます』に継ぐ
待望の第７句集。

今年、
最注目の
  句集！
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――近くの、遠くの、昔からの、新しく出逢った誰彼を思った。

プロフィール◆池田澄子 （いけだ　すみこ）　


